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明石商業高等学校

焉
軸
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年
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ぎ
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貧
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年

Ⅱ
月
4
日
e
T
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／
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0
時
0
0
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ホ
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ル
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ホ
ー
ル



◆
極
　
ま
ん
我

田

賀

ポ
ピ
三
7
－
な
噺
な
の
で
、
生
徒
の
皆

さ
ん
も
よ
く
ご
存
知
の
こ
と
と
患
い

ます。
た
だ
そ
れ
だ
け
に
類
書
は
鯖
節
に
減

り
善
心
す
る
所
が
多
い
噺
で
す
。

東
京
で
は
1
時
そ
ば
」
と
名
糖
が
ま
わ

り
ま
す
。

関
西
文
化
と
東
京
文
化
の
違
い
が
、
こ

ん
な
と
こ
ろ
に
も
出
て
い
て
興
味
深
い

も
の
で
す
。

病
因
臆
臆
賀

ま
ん
我
は
、
四
代
目
桂
文
我
門
下
。

入
門
か
ら
間
も
な
く
実
力
を
発
揮
し
、

数
々
の
大
き
な
費
を
受
賞
し
て
い
る

本
格
派
で
す
。

平
成
1
9
年
「
平
成
1
8
年
度
文
化
庁
雲
編

集
費
新
人
賞
」
受
賞
を
皮
切
り
に
、

平
成
2
1
年
に
大
阪
市
の
「
平
成
2
0
年
度

喋
く
や
こ
の
花
費
」
を
受
賞
。

そ
の
後
、
東
京
二
名
古
屋
・
大
阪
・
金
沢
で

「
蛙
ま
ん
我
独
満
会
」
を
開
催
。

そ
し
て
平
成
2
3
年
に
は
「
N
H
K
新
人

潰
芸
大
費
」
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

落
語
以
外
に
も
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の

元
祖
「
錦
影
絵
」
を
継
承
し
て
い
ま
す
。

◆
菊
地
　
ま
ど
か

n
開
園
臆
【

婁
敵
の
大
地
震
（
1
8
5
4
年
）
に
よ
り
、

広
村
（
撹
和
歌
山
県
広
川
町
）
に
大
連

波
が
持
し
毒
せ
た
。

夕
劃
、
津
波
に
よ
る
大
濠
乱
の
中
、
高
台

に
住
む
鹿
田
の
濃
0
緒
論
は
絹
む
ら

（
ブ
ラ
）
に
火
を
点
け
る
。
夕
調
に
強
々

と
明
る
い
「
絹
む
ら
の
火
」
は
、
被
災
し

た
奪
た
ち
が
遍
照
す
る
道
標
と
な
っ

た
。
濃
○
緒
論
の
強
腰
と
尽
力
が
、
多
く

の
人
命
を
救
い
、
樹
は
奇
蹟
の
復
興
を

違
げ
ろ
。

性
分
津
波
の
β
（
1
1
月
5
8
）
制
定
の
由

来
と
な
り
、
8
本
遭
慶
に
も
選
定
さ
れ

て
い
る
お
膳
。

〇
臨
書
臆
【

ま
ど
か
は
、
二
代
目
東
山
小
四
鎖
門
下
。

自
然
災
害
の
教
訓
を
、
浪
曲
で
後
也
に

語
り
縦
ぐ
ペ
く
「
防
災
浪
曲
」
を
考
案
。

聯
む
ら
の
火
の
館
（
和
歌
山
県
広
川

町
）
の
能
力
に
よ
り
、
防
災
浪
禽
「
桐
む

ら
の
火
」
を
創
作
。

人
は
、
い
つ
助
け
る
側
、
助
け
ら
れ
る
側

に
な
る
か
分
か
ら
な
い
。

人
物
の
ふ
れ
あ
い
を
描
く
防
災
浪
曲

が
、
い
ま
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

荒
大
名
の
茶
の
湯

◆
旭
堂
　
商
館

田
的
漢
音
【

網
川
合
興
、
加
配
清
正
、
油
田
織
政
、
滋

野
宰
展
、
細
田
展
敵
、
伽
藍
義
明
、
穐
き

正
則
が
お
茶
会
に
招
か
れ
る
。

こ
の
七
色
の
中
で
、
茶
の
鶏
の
心
持
が

有
る
の
は
鵡
川
金
賞
の
み
。

他
の
事
は
鴨
川
の
真
似
を
し
て
、
お
茶

会
を
や
り
過
ご
そ
う
と
す
る
。

と
こ
ろ
が
鵡
川
の
照
に
座
る
加
慮
清
正

は
、
勘
違
い
か
ら
失
敗
を
織
り
返
す
。

清
正
の
失
敵
に
観
付
か
な
い
ま
ま
、
池

田
録
敵
以
下
、
こ
と
ご
と
く
そ
れ
を
真

似
す
る
こ
と
と
な
る
。

n
圏
漢
音
【

南
部
は
、
旭
壁
面
左
衛
門
門
下
。

平
成
3
0
年
に
議
駁
界
の
大
名
跡
で
あ
る

『
南
部
』
を
繊
毛
し
た
実
力
派
で
す
。

平
成
3
1
年
に
は
落
語
、
混
む
、
能
楽
、

茶
道
の
各
界
か
ら
意
級
の
高
い
人
材

を
集
め
「
露
乃
会
」
を
結
成
。

伝
統
芸
能
の
垣
根
を
越
え
て
切
磋
琢
磨

し
断
機
を
積
ん
で
い
ま
す
。

日
本
初
と
な
る
議
駁
師
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
公
立
中
学
校

で
嫁
菜
も
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

太
神
楽
曲
芸

◆
豊
来
家
　
事
揮

太
神
楽
は
、
江
戸
時
代
に
伊
勢
持
合
、

船
田
静
電
、
西
宮
持
社
の
神
宮
が
、
持

織
の
代
わ
り
と
し
て
全
国
を
選
り
、

獅
子
貫
で
厄
払
い
を
行
っ
た
の
か
絶
家

り
で
、
太
神
楽
鑓
雲
も
共
に
演
じ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

太
持
薬
種
差
を
代
表
す
る
傘
回
し
に

は
、
傘
の
形
が
「
末
広
が
り
」
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
皆
機
が
次
第
に
ご
葉
虫
、

ご
集
束
し
ま
す
繍
に
と
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

病
臨
書
臆
【

季
節
は
、
ラ
ッ
キ
ー
幸
治
門
下
。

平
成
6
年
よ
り
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
の
せ
界

で
活
躍
す
る
。

平
成
2
7
年
ラ
ッ
キ
ー
幸
治
に
師
事
し
、

重
来
豪
一
日
に
加
わ
る
。

太
神
楽
曲
芸
の
中
で
も
最
高
難
度
の
技

で
あ
る
「
土
瓶
の
曲
」
を
継
承
し
て
い
る
。


